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１、小中学校校舎の改修・建て替え
　学校現場の視察をしていると、校舎の老朽化が激しい。薄暗い校舎の中では、生徒児童の心も陰ってしまう。新しい施設の新規建設よりも、子供達が毎日使用する学校校舎の改修を行うことが、多くの市民のニーズにかなうと考える。年次的な計画を立てて、明るく清潔感ある学校校舎への改修・建て替えを強く要望する。また建て替えの際には、学校に公民館や児童館、図書館などの施設を統合し、地域コミュニティーの核となる複合型の施設とし､利用者の便宜や維持管理費用の削減に努めるよう要望する。
２、生活保護の支給基準の見直しと不正受給のチェック
　大阪府は全国的にも生活保護の支給基準が甘いが、吹田市は府下でも特に基準が甘い。生活保護の支給額の増加は市の財政を圧迫する。また、生活保護の支給基準が甘くなると正直者が馬鹿を見るといった状況になりかねない。市民の自立を促すため、支給基準の見直しを進めると共に、不正受給のチェックも強化し、公正な福祉を実現することを要望する。
３、部長級以上の職員の配置の見直し

　本市は近隣他市と比較しても、部署数に対する上級管理職の配置が異常に多く、そこにかかる人件費は相当な額に上る。財政健全化の一助とするためにも、組織のスリム化をはかり､効率の良い指揮監督のシステムを構築するよう要望する。

４、性風俗店の出店規制
性風俗関連店舗を受け入れない方針を条例等で明確に示し、担当部を指定することにより監視体制を強化するよう要望する。

５、スポーツ産業都市
　健康づくり宣言都市として、スポーツコミッションなどを設立し、世界中から注目を集める「スポーツ産業都市」の実現を目指すべきと考える。スポーツを通じた新たな産業を創造するなど「夢のある構想」を期待し予算の確保を要望する。

６、世代間同居の奨励

　子育て支援・女性の就労支援・家庭内介護の充実のため世代間同居の奨励をし､基準に沿う家族には減税措置や補助金の支給などインセンティブを与えることを要望する。
＜財政総務委員会所管＞

１、財政改革

　大型の開発を再検討するなど、抜本的な財政支出の見直しを行い、余剰金をつくり積み立てるなどして、将来的にも維持可能な財政構造を構築することを要望する。　

２、職員給与の見直し

　「わたり」などの不公正を見直し、役職や能力に応じた給与体系に是正し、職員のやる気の向上と業務の効率化に努めることを要望する。
３、回収システムの構築
市税・保育料・給食費など行政が回収すべき金銭の未納、滞納がある場合には、部署を超えて取り立てのできるシステムの構築を要望する。
＜文教市民委員会所管分＞

１、教員相談員の制度準備

　この先数年間、教育現場では多くの団塊の世代の教員が定年を迎える。その結果、教育現場では若手の割合が一気に高まり、彼らを指導し、ベテランのノウハウの伝達する役割を担う人材が乏しくなる状況が予想される。そこで、定年を迎えた教員を教員相談員として市が再雇用し、数校持ち回りの配置で、各学校の若手教員の補助・指導を担う役割を務められる制度の導入を要望する。
２、給食職員の民間委託

　労働時間と給与が、市民の目から見てつりあっていない給食職員の雇用形態を見直すべき。今後は非常勤職員で補充するのではなく、学校単位で民間委託し経費の削減に努めることを要望する。

３、小中学校へのエアコンの設置

　学校授業数の増加に伴い、夏季の授業の延長も今後考えられる。子供たちが勉強に集中できるように、

夏季期間に使用できるエアコンの全教室配置を要望する。

４、学校のトイレ環境を改善

学校のトイレ環境改善が進んでいない。阪神淡路大震災の教訓からも、学校トイレが果たす役割は重要である。優先課題として予算確保を要望する。
５、親の育ちを支援

　家庭教育のレベルの向上のためには、子育て世代への学習の機会の提供が急務である。妊婦検診や就学支援の説明会など､子育てに関して市が補助金などを出す場合には、必ず子育て講習の受講を義務付けることを要望する。
６、市民ニーズの把握

　市民が今、市政に何を求めているのか、従来型の簡易なものでなく市民の政策への満足度や今後の期待などを問う詳しい項目のアンケートを作成し、市民ニーズを把握をするよう要望する。

７、ＥＢＩＣ吹田
江坂の一等地にＥＢＩＣ吹田を設置すれば、高いポテンシャルをいかした新たなモデルを創り出すことができ、新たなブランドとしての効果も期待できる。今後十分な予算を確保するよう要望する。
８、市民力を活かした観光施策・まちづくり実践

全国に誇れるボランティア組織で運営されている浜屋敷のまちづくり成功例を、更に内外にPRする必要性がある。又、観光振興においても浜屋敷や「吹田まち案内人」役割は重要であり、今後更に充実した施策を展開できるよう予算の拡充を要望する。
＜福祉環境委員会所管分＞

１、持続可能な福祉のあり方

　健康で豊かな生活を送るためには、まず自助努力が第一であり、第二に家族の支えあい、そしてそれでもどうしようもないときに行政の福祉サービスを利用するといった認識を持ってもらえるように市民に訴えることが肝要。市民の、なんでも行政の仕事という認識を改めていただき、今後の少子高齢化に向けた持続可能な福祉行政のあり方を周知徹底していくことを要望する。

２、子供の居場所

学童保育や児童館、太陽の広場などの子供の居場所を総合的に統括する部署を設け、統一した事業の運営と経費の削減に努めることを要望する。

３、カラス被害対策

ごみの放置は、もはやモラルの問題として看過できる状態ではなく、ボランティアに頼る清掃などにも限界が有る。ネット等の正しい利用促進やゴミ置き場の改善など、ビルオーナーや店舗責任者への指導強化も含めた対策費の確保を要望する。

４、市民病院のスリム化

　市民病院の赤字額が膨らんでいる。総合病院を多く抱える本市においては､市民病院の位置づけを再検討すべき。小児科や産婦人科、救急といった公的重要度の高い科だけに特化した市民病院を、市内の総合病院の近隣に新設し､すみ分けで市民ニーズに応えていくことを要望する。
＜建設委員会所管分＞

１、千里ニュータウン再生

　地域市民のニーズに応え、より美しく環境の良い千里ニュータウンの構築に向けて早期の事業推進に努めることを要望する。

２、東部拠点のまちづくり

　近隣市や施設との調和を図りつつ、世界に向けて発信できるような将来性あるまちづくりに取組むことを要望する。

３、市営住宅等の使用料徴収

　長期滞納は特定受益者の既得権となりつつある。職員による回収が困難であれば、外部委託も視野にいれ、早期の回収の計画や目標を立てることが必要である。早期に徴収業務に関するプロジェクトチームの設置を要望する。
４、河川に安定的な整備を

上の川・糸田川では土砂堆積やゴミ放置など整備面で諸問題が発生している。

夏には悪臭が放たれ周辺住民の生活環境に大きく影響を与えている。又、傾斜面に繁殖している植物が巨大化しており、堤防機能そのものに悪影響を与えかねない状態である。府と市が連携して安定した整備を行えるよう予算確保を要望する。

５、歩行者が普通に歩ける道を

豊津駅から関大前駅間の川に沿った道路は、市内交通の主要道路であり交通量が激しい。しかし歩道幅が非常に狭いので歩行者にとって大変危険な状態である。

この状態を回避することは市民の長年の願いであり応急的対策がなされたものの、現在でも抜本的な解決には至っていない。早期に対策するよう関係機関との協議を進めると共に予算確保を要望する。

